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南極の鉱物資源問題の討議
























































響"及 び　Ct南極における鉱物の産出と鉱物探査"と い う
協議会議への報告を作成 した.一 方,特別準 備 会 議 は
1976年6月か ら7月にかけて,パ リにおいて2週間に亘
って討議を重ねた.こ こでは,鉱物問題のi)科 学的 ・











スメン トを行 うことを要請するとともに,第9回 会議に
際して,こ うした問題にっいての専門家会議を開くよう
に提案 した,
第2グ ループの法的 ・政治的側面の検討では,多 くの
争点があり,い くつかの問題点で対立が浮彫 りにされる
こととなった.こ とに,将来起るべき鉱物探査 ・開発に











るようである.槻 制は必要とどの国も考え る けれ ど
も,そ の目的を達する方法について見解を異にする"と
か"率 直な見解の交換"な どと言及されて い る.し か









りかかった.こ れは 【く南極鉱物資源環境アセス メ ン ト
(その頭文字をとリェァムレァーEAMREA-)・レポ_
トとして翌年8月 完成し,第9回 会議に報告された.ま
た,第9回 会議での専門家会議は,こ れまでの環境 ・技
術等に関する議論を整理し,議論の枠組を準備して,環
境に対する影響を中心に議論を重ねることとなった,
第9回 会議の"鉱 物資源探査 ・開発に関する専門家会
議"は,こ のような路線に基づいて,1)南極のような厳



























め くつ,行 きつ戻 りつしながら次第にらせん状に進んで
行 く.急速に変化しっつあるエネルギー事情 等 を背 景
に,もはやレジーム検討を時期尚早とする声はない.私










が続 き,月平均気温は例年より2～3度 低めで,冷 え込
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一第21次南極地域観測隊決まる一
今 秋,11」S21[1出発す る第21次 南 極 地域 観 測i二知3名
(越冬1;家33名.la1;蒙10名)v/)うち,[娃:こシこ辻三L『〔L・る「;家
長,副 隊 長(兼 越 冬 隊 長)を 除 く41名(越 冬隊32名 ・夏
1隊9名)が6」 ↓221.llこ開催 さ才した南 極地 域 観}則統 合推 進
オく剖譜窓会..でりと定.i司 日J「芒]乏き才した.
第21次隊 は,第20次 隊 に 引 き続 き,地 学 ・気 水圏 に 亜
点 を 置 い た 観 測 を 実 施す るが,特 に,昭 和 基 地 を 中 心
とす る地 域 の 池 殿}11111造の総 「†解 析 や,極 城 気 水 圏 観 測
(POLEX-South)を実 施す る.
また,我 が 「司か ら マ ラ ジ ョー ジ ナ や基 地(ソ 連)1こ派
遣 す る 交換 科学:者と して 、'[i研究 所 超[1」∫1.ゴ.斜勿理学:研究 部
門 佐藤 夏雄 助 鴉㌻ミ,ノ ル ウT.一か ら11本隊 に.蓼川1する 交
換 科学 者 とし て ノ ル ウ ェー極 地 研 究 所 大 川jl秀研 究}1が
決定,発 表 さ れ た,
な 才ゴ,今 ∫ド度 南 極 マ クマ ー ド ・.ナウ ン ド地 域 派」壼.者と
して,当 研究 所 地 学 研究 部;門神 沼 克 伊助 教授,同 ㍗ 氷学
研 究 部 門 四1己文 彦 助 手,大 阪 市 立 大学 理学!:a;嗣1勝助 手
が8NL)4[1の1をζ極 地 域 観 測 統 合 推 進 本 部 連 絡 会 に お い て
決 定 され た.
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気 象 松原 和正 昭 和26.7.21(28)気象庁観測部(運 輸 技官)
電 離 層 野崎 憲朗 〃24.8.10(29)電波研究所電波部(郵 政 技官)
地 球 物 理 渋谷 和雄 〃23.5.12(31) 国立極地研究所研究系(文 部 教官)
皆 空 系 田中 信也 〃29.10.25(24)電気通信大学電気通信学部(〃)
〃 勝田 豊 〃31.9.18(22)国立極地研究所研究系(文 部 技官)
気 水 圏 小林 俊一 〃13.4.13(41) 北海道大学低温科学研究所(文 部 教官) 第14次越冬
〃 石川 信敬 〃20.8.10(33) 〃(〃)
〃 大畑 哲夫 〃24,9.27(29)国立極地研究所事業部(文 部 技官)(名古屋大学大学院理学研究科)
地 学 系 伊神 揮 〃22.5.10(32)名古屋大学理学部(文 部 教官) 第20次夏
〃 伊藤 潔 〃20.1.22(34) 京都大学理学部(〃) 第14次越冬
マ ク マ ー ド














(医 学) 高木 知敬
〃24.4.3(30)釧路労災病院外科






〃 大野 好美 〃23.8.7(30)
〃(〃)
(いすず自動車㈱開発本部)
〃 山口 雅彦 〃21.8.13(33)工業技術院電子技術総合研究所大阪支所(通産 技官)
ll 山田 清一 〃19,1.12(35) 国立極地研究所事業部(文 部 技官)(㈱小松製作所粟津工場)
通 信 長谷川 弘 〃22.2.24(32)
〃(〃)
(日本寛々公社銚子無線電報局)
〃 佐藤 克三 〃29.5.4(25)
〃(〃)
(日本寛々公社蔵前統制無線中継所)
〃 門馬 勝彦 〃19.9.4(34) 海上保安庁警備救難部(海 上保安官)
調 理 五味 貞介 〃14.2.25(40)鷺鶴 鷹 鰭 響,D(文 部技官)第13次越冬
〃 中村 喜昭 〃31.12.4(22)
〃(〃)
(㈱東条会館調理部)
医 療 小川 郁男 〃22.5.15(32) 国立埼玉病院耳鼻咽喉科(厚 生 技 官)
航 空 矢代 哲男 〃23.8.6(30) 国立極地研究所事業部(文 部技 官)(東邦航空㈱運航部)
〃 水嶋 敏明 〃22,4.22(32)(日本フライングサービス㈱運航部)
〃 大森 抱義 〃21.1.18(33)国立極地研究所事業部(文 部 技 官)(日本フライングサービス㈱整備部)
設 営 一 般 加藤 隆一 〃23.12.16(30)秋田大学鉱山学部(〃)
O夏 隊
海 洋物 理 松本 邦雄 昭 和17.12,3(36)海上保安庁水路部(海 上保安官)
海 洋化 学 峯 正之 〃27,1.8(27) 〃(〃)
海洋 生物 谷村 篤 〃26.3.4(28) 国立極地研究所研究系(文 部 教官)
測 地 宮崎 清博 〃25.3.1(29)国土地理院関東地方測量部(建 設技 官)
地 学 系 浅見 正雄 〃20,3.21(34)岡山大学教養部(文 部 教官)
〃 長谷川幹雄 〃2蔓.2.11(28)国立極地研究所事業部(文 部 技 官)(日本電気㈱電波応用事業部)
環境科学系 高橋 永治 〃4.12.16(49)神戸大学理学部(文 部 教 官) 第10次夏
設 営 一 般 宮原 正信 〃26.9.3(27)東京工業大学施設部(文 部 技 官)
〃 佐野 雅史 〃16.5.17(38) 国立極地研究所事業部(〃) 第10次夏第13吹越冬
一
4















..・...・..・一 、"..・..・ ・.一'.ド ・..・..・～ 、 ・㌔ ド ・..'`"…'・ ・'°・・、 、 ボ ゜・°、 ・`、'曽 ゜・°'°°
職 員 異 動












7月31日 岩渕美代子:退職(デ ータ解析資料部門 ・助
手)
一..・..・・..・一 ～ ㌦ ・・..・㌦A'.・'・.・,・'LI～'・.・'・・'㌔A'h°'・幽・・'b、'、 、"…
レ来 訪 著く
6月4日 　 Mr.　Sulzberger,　P・(スル ツベル ガ ー ・オ ー
ス トラ リア科 学 環 境 省南 極 局 次長)
Mr.　Lightfoot.　R.　(ライ トフ ッ ト ・同技 官)
Dr.　Grace,　T,(グ レー ス ・オ ー ス トラ リア
大 使 館 参 事 官)
6月14日　 Miss　Ahlntis,　K・　(ク リス テ ィ ーナ ・ア ール
ナ ス ・ア ラ ス カ大 学 海 洋 科 学 研 究 所 助 手)
7月5日 ～7月28日　 Mr・　Dunn,　R・(ロバ ー ト・ダ ン ・カ
ル フ ォル ニ ア大 学 サ ン タバ ー バ ラ分 校 技 官)
7月8日 ～8月16日　 Dr・　Aviva　Brecher(ブレ シ ャー

















し,6月 にはほぼ終了.5月1日 から3日 までラングホ
ブデ,12日から18日までスカーレン,ス カルブスネスに
おいて沿岸調査が実施され,地磁気観測 と湖沼水サンプ






















.閃・■㌔ 層ハ.A'.■.■ 「■....∨ 、.層 ■■..,..■"
レ見 学 老く
'、 、 ■.、・".■.`"....■ ■
7月4日 出版 コ ン ビ=一 タ 研究 会(4e名)
.、A.・ ・.r、.・・,一 ・..・・.・㍉,、A."..・ ・..・」 一 名..・・..'..A',・'・..° ・.'一 、..・ ・'.・..・A「 ・・'、・°㌔ ・.∨ ヤ
☆ ☆ ☆
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarct;c　Stations」
平 均 気 温(Mean　temp.)　(。C)








鞠 気 圧'輌(Mean　 pressure,　　
sea　Ievel)　(mb)981・ ・
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)
(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative
　　 　 　　 　　 　　 　　humidity)　(%)
平均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind
　 　 　 speed,　10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風速(Gust)　(m/s)
平均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)




































昭 和 基 地 は 世界 の,特 に,観 測 点 の 少 な い 南 半球 の定
常 地 震 観 測 点 と してM(マ グ ニチ ュー ド)=5～8ク ラ
ス の 比 較 的 大 きな地 震 活 動 の モ ニ ター に 重 要 な 役割 を 果
して い る.し か し,吏 に も う少 し研 究的 な 側面 か ら そ の
役 害liを見 直 して み る と,昭 和基 地 は 次 の よ うな お もし ろ
い 位 置 に あ る こ とが わ か る,
〔i)日本 列 島 と同 じ よ うに　subduction　ze e　(プレ_ト が
も くつ 込む 地 域)の1っ で あ るTonga,　KeTrnadec諸島
域 の深 発 地 震 に対 し,日 本 国内 の 松 代 観 測 点 と ほぼ 等 し
い震央距離にあり,波はPKP直 前のvン トル深部をと
























に存在する巨大な歪場 と破壊現象の実験場 として,こ こ
5～6年の展望を見る時,氷震の精密観測は地震予知に
対 しても一定の貴重な情報を与える可能性がある,
6
